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マンモグラフィの画像分析 

 

 

近年、人工知能が再び注目され、様々なメディアで見るようになった。本研究では、マン

モグラフィ画像を使用し、乳がんか正常かを識別する人工知能を設計・運用することで、人

工知能や深層学習に関する知識を学ぶことを目的とする。ニューラルネットワークを構築す

るために「Sony Nural Network Console」を使用した。学習に使用するマンモグラフィ画像

は南フロリダ大学よりダウンロードした。学習方法では畳み込みニューラルネットワークを

採用した。学習においては、低画質と高画質でそれぞれ 2種類のデータセット、2種類の活性

化関数、3 層・4 層・5 層の 3 種類の畳み込み層を使用することを条件にした。低画質と高画

質では、どちらも畳み込み層が多いほど精度の高い結果となった。低画質かつ畳み込み層が

少ない場合、データセットの質による影響があり、精度の差が大きかった。活性化関数の違い

では、畳み込み層が多いほど影響は確認できなかったが、畳み込み層が少ない場合は大きな

影響を与えていた。以上の結果から、精度の高い識別を行うためには、低画質・高画質に限

らず畳み込み層を多くすること。また、畳み込み層が少ない場合は使用する関数を工夫する

ことで畳み込み層の不足を補えると考えた。 
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